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今年 1 月に国内初の新型コロナ感染者が確認されたことから始まり、臨時休校など初めて続きの一年も

もうすぐ終わろうとしています。12月といえば大掃除の時期でもありますが、最近はコロナ対策もあり、 

こまめな清掃を続けられていることと思います。 

ここであらためて、全国学校図書館協議会の「新型コロナウイルス感染症拡大防止対策下における学校

図書館の活動ガイドライン」に沿って、コロナ対策としてできることをご紹介します。 

 

【接触頻度の高い場所の除菌・消毒】                 【展示物に関すること】  

 

 

 

 

 

 

 

 

    

     

以上、ご紹介しましたが、文部科学省の「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュ

アル」によると、消毒の一定の効果は認めているものの、下記のように書かれています。 

 

消毒によりウイルスをすべて死滅させることは困難です。このため、一時的な消毒の効果を 

期待するよりも、清掃により清潔な空間を保ち、健康的な生活により児童生徒等の免疫力を 

高め、手洗いを徹底することの方が重要です。(p.28) 

 

このように、消毒よりも手洗いの方が大事と明記されています。 

消毒も大切ですが、コロナ対策を手探りで行っている現状では、図書館 

利用前後の手洗いを推奨することをおすすめします。 

 

＜参考＞ 

全国学校図書館協議会：新型コロナウイルス感染症拡大防止対策下における学校図書館の活動について 

（https://www.j-sla.or.jp/info-guideline.html） 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止対策下における学校図書館の活動ガイドライン  

文部科学省：学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル～「学校の新しい生活様式」～ 

2020.12.3 Ver.5 ( https://www.mext.go.jp/a_menu/coronavirus/mext_00029.html） 

  

◆出入口のドアノブ 

◆書架 

◆貸出返却カウンター 

◆テーブル 

◆椅子 

◆PCのキーボードやマウス・タブレット端末  

◆電気のスイッチ             など 

 

◆展示してあるぬいぐるみなどは洗濯できるものは洗濯する。 

◆カーペットや畳などのスペースを可能な範囲で拭きとり掃除。 

◆カーテンを洗濯する。 

◆生徒作品などは、アクリルケースやクリアファイルに入れるなど 

拭き取りができるよう工夫する。 

◆触ることで理解を深めていくようなものに関しては、利用前後 

手洗いをするような表示をしたり、その都度声をかけたりする。 

 

 



       

 

  

地域館通信 【山種記念吉井図書館】 TEL: 027-387-7249 

☆40周年を迎えました☆    

           昭和 55年 7月 17日に山崎種二氏の寄付を基に、吉井町立 

山種記念図書館として開館しました。40周年を記念して、館内に 

手作りの『吉井めぐりんマップ（名所・旧跡・お勧めスポット）』、 

『図書館の歩み（資料や写真）』を掲示しています。 

ぜひ、ご来館くださり、自宅・学校・お気に入りの場所、図書館の  

歴史をご覧ください。 

 

☆初読み！本の福袋の貸し出し☆   

＜令和 3年 1月 5 日（火）午前 10時開始 先着順＞ 

    図書館職員がおすすめする本を 3冊セットにして、未就学児・ 

低学年・高学年向けの福袋を合計 25セット用意します。本の 

ほかに、冬休みを楽しく過ごすための職員手作りプレゼント 

など盛りだくさんの福袋です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❧おすすめ本あります❦ part9 

『どうしてしんがたコロナになるの?』  

松永展明監修 WILLこども知育研究所編著 金の星社 2020.8 

うつらないため、うつさないため、どんなことに注意したらいいのか、イラストとやさしい言葉で 

わかりやすく説明。巻末には「おうちの方へ」というコラムもあり、親子で学べます。 

『保健委員会といっしょに今日からできる予防のてびき 5 -みんなでふせごう!うつる病気-』  

齋藤久美監修 文研出版 2019.2 

新型コロナ騒ぎが起こる前の出版ですが、季節性のインフルエンザを含むうつる病気の知識や、 

予防のために児童生徒が自分でできることを紹介。「じょうずなマスクのつけかた」のイラスト 

なども掲載されています。 

  『「新しい学校生活」のための感染症対策ハンドブック』  

鎌塚優子・大沼久美子編著 学事出版 2020.9 

小・中学校の教員に向けて、感染症対策の基本を養護教諭・医師らがわかりやすく解説。安全に 

学校活動を続けるにはどうしたらいいのか、学校のためのハンドブックです。 

 

高崎市立中央図書館 学校連携担当：加藤・高橋・本間・岩上 

TEL:027-322-6767 / FAX:027-324-3423 

Mail: toshokan@city.takasaki.gunma.jp 

来年もよろしくお願いします！ 


